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様式第 1 号 

 

 

会 議 録 

 

 

会議の名称 令和４年度 第１回社会教育委員会議 

開催日時 令和４年８月４日（木）午前１０時～１０時５０分 

開催場所 所沢市役所７階 研修室 

出席者の氏名 別紙のとおり 

欠席者の氏名 別紙のとおり 

説明者の職・氏名  

議 事 

 

（１） 今任期の社会教育委員会議の活動について 

（２） 郷土資料の保存・活用の意見書について 

（３） その他 

 

会 議 資 料 資料１：所沢市社会教育委員会議及び関連事業 開催経過  

資料２：～郷土資料の保存活用～収蔵施設整備に関しての意見書 

担 当 部 課 名 

 

教育長 中島 秀行、教育総務部長 千葉 裕之、教育総務部次長 皆川 

博幸、文化財保護課長 稲田 里織、生涯学習推進センター所長 酒井 忠

夫、所沢図書館長 古田 晃一 

 

教育総務部社会教育課 

社会教育担当参事 吉田 謙治、主査 金田 俊一、主査 宮岡 さやか、

主任 高橋 幸大 

 

教育総務部社会教育課  電話 ０４（２９９８）９２４２ 

 

 



選出根拠※ 氏　　名 備　　　　考 出欠席

学校教育
関係者 石井

いしい

　伸明
のぶあき 所沢市立小中学校校長会

（前美原小学校校長）
欠

学校教育
関係者 石

いしみね

嶺　雄大
ゆうだい 所沢市幼児教育振興協議会

（美原幼稚園 園長）
出

社会教育
関係者 加藤

か と う

　市男
い ち お 所沢市公民館運営審議会

民生・児童委員
出

社会教育
関係者 難波

なんば

　裕之
ひろゆき

所沢こどもルネサンス実行委員会 出

社会教育
関係者 竹内　聡子

た け う ち さ と こ 所沢市スカウト協議会
（ガールスカウト埼玉県第３６団） 出

社会教育・
家庭教育
関係者

針生
は り ゅ う

　清美
き よ み

柳瀬小学校図書ボランティア代表
柳瀬公民館保育スタッフ
柳瀬荘黄林閣（国重要文化財）管理人

欠

社会教育
関係者 小沢

おざわ

　貞泰
さだやす (元）北秋津小学校区　心豊かな子どもを育てる学

校と地域づくり連絡会議　北秋津ネット　議長 出

社会教育
関係者 小松

こまつ

　扶美子
ふみこ 所沢市連合婦人会

会長
出

社会教育・
家庭教育
関係者

古山
こやま

　智啓
ともひろ 所沢市ＰＴＡ連合会

会長
出

社会教育・
家庭教育
関係者

小林
こばやし

　ヒデ子
  こ 民生・児童委員

人権擁護委員
出

社会教育
関係者 須藤

すどう

　とく子
こ 人権擁護委員

（元市内小学校長）
出

学識経験者 伊藤
いとう

　明芳
あきよし 秋草学園短期大学

文化表現学科　教授
出

学識経験者 扇
おおぎはら

原　淳
あつし 早稲田大学人間科学学術院

教授 欠

学識経験者 田部
たなべ

　真一
しんいち

元市内小学校長 出

学識経験者 林
はやし

　宏一
こういち 所沢市文化財保護委員会委員長

さいたま市岩槻人形博物館館長
出

学識経験者 関
せき

　直規
なおき 東洋大学文学部

教育学科教授
出

※選出根拠＝所沢市社会教育委員条例第２条 　　　　　令和4年4月1日現在

所沢市社会教育委員会議出欠一覧
令和４年８月４日（木）午前１０時から　市役所７階研修室
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発言者 審議の内容（審議経過・決定事項等） 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

社会教育担当参事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１ 開会】 

  

【２ あいさつ】 

 この春まで３６年間中学校に勤めていた。様々な教育を学校に求められる

ことがあったが、何でも学校でやらなきゃいけないのか、学校以外で教える

場所が無いのかと考えていた。学校には教育に関係する様々なチラシが送付

され、子どもたちに配っていたが、はたして有効に活用されているのかも疑

問に思うこともあった。また、今はスマホで色々な情報が入ってくるが、そ

の情報をコントロールする技術が大人たちに無いのが現状であり、昔は近所

で教えることもあったが、地域の関係が希薄になっていて、大人達が自分達

の情報をコントロールすることや、子育てや生きがいのことを教えてもらう

機会が無くなっていると思う。公の機関がどこまでできるのか心許ない状況

であるが、社会教育が重要な役割を担っていると考えている。 

 本日は、２年間の任期のまとめという事で、よろしくお願いしたい。 

 

【３ 議事】 

（１）今任期の社会教育委員会議の活動について 

 では、議事１の今任期の社会教育委員会議の活動について、事務局から説

明をお願いしたい。 

  

資料１をご覧いただきたい。こちらに今任期の活動の概略をまとめてあ

る。 

まず、今任期では社会教育委員会議を６回実施した。この２年間はコロナ

のまん延と収束を繰り返していた時期であり、新型コロナウイルス感染症に

対応した社会教育事業の報告等について議題となった。 

今任期では、郷土資料の保存活用というテーマを設定した。社会教育委員

会議だけでなく、研究グループも設置し、議論を重ねた。研究グループにつ

いては、会議を３回開催した。 

裏面をご覧いただきたい。こちらには、関連事業をまとめている。１つ目

の全国社会教育研究大会については、コロナの影響で動画及び紙面での開催

となった。石川県で行われた全国社会教育研究大会は、石川県民のみ会場参

加であったが、その他の全国の方はオンラインでの参加であった。こちらに

は、針生委員が、「家庭教育向上のための仕掛けづくり『つなぐミーティン

グ』から手作りの子育て講座まで」というテーマで分科会の事例発表を行っ

た。針生委員は、本日欠席であるが、コメントをいただいているので、事務
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社会教育課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会教育担当参事 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

局より報告する。 

 

「子育て講座の受講生である保護者のお子さんは現在３年生となった。そ

の後も昨年、今年と子育て講座は、私が事例発表のリーフレットを基にお話

しさせていただき、成果と言えるかわからないが、若いお母さんたちがとて

も意欲的に感じる出来事があった。 

柳瀬小ではＯＧ含む保護者による図書ボランティアと言う任意のボラン

ティア活動がある。私の子供が在学している時から私も続けている活動であ

る。この活動は、朝の読み聞かせだけでなく、春のお話玉手箱と言う読み聞

かせイベントがあり、コロナ禍で２年半出来なかったが、この春、全学年保

護者対象にボランティア募集のお手紙を配布して新しくメンバーになった

お母さん達と一緒に、７月４日と６日に２年半ぶりの開催をすることができ

た。今回新しく入ったお母さん達は、子育ての受講生であり、ちゃんとボラ

ンティアの趣旨を理解し、楽しんで取り組んでくれた。素晴らしいイベント

になった事は、柳瀬小のホームページにも掲載されているので見てもらいた

い。」 

以上である。 

 

引き続き、説明をする。 

令和３年の１１月に府中市で行われた関東甲信越静社会教育研究大会は

東京都民のみの会場参加であった 

令和４年２月２１日の入間地区生涯学習フォーラムについて、コロナがま

ん延していた時期で開催するか検討していたが、会場を所沢市の生涯学習推

進センターに移し、登壇者は会場に集まり、参加者はオンラインで参加した。

当日のシンポジウムには、関委員にコーディネーターとして携わっていただ

いたので、関委員に当日のことをご報告いただきたい。 

 

それでは、コーディネーターとして当日参加していたので、報告する。 

当日は、所沢市生涯学習推進センターから登壇者がオンラインで報告、発

信し、入間地区の様々な方がオンラインで視聴し、チャットで質疑応答をす

るという形の、コロナ禍に対応した形で開催した。 

テーマは「コロナとの戦い～７１年目をどう学ぶ？」ということで、シン

ポジストとして、ＰＴＡ関係者、公民館職員、スポーツ推進委員、文化財担

当職員が登壇した。登壇者の幅はかなり広いが、自らの２年間のパンデミッ

クの中での実践を振り返り、新しい気付きやこれからの課題を考えるという

ことで報告をしてもらった。  

感想として、社会教育は地域の人が集まって、話し合って課題を解決して
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社会教育担当参事 

 

議長 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

社会教育担当参事 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

いくという性格があり、コロナ禍で難しい部分もあったということだが、一

方で市民の学習支援については、社会教育の関係者が、可能な限り地域のリ

ソースを探しながらより良い支援を探すという意味では、今後の第１歩、こ

れからの糸口を得られたのかと思う。動画の再生回数が７３回であったが、

ＤＶＤにもまとめていたということで、多くの方にご参加いただけたと思

う。本フォーラムを通じて、参加者がこれからの新しい入間地区の社会教育

を考えていく糸口、手掛かりを１つでも得られたらと思っている。 

アクセスしてもなかなか繋がらないという事もあったが、色々な方たちが

参加できるように準備していいただき、実行委員長の小沢委員をはじめ、難

波委員のおかげで、充実した研究討議が出来たと思う。 

 

以上で議事１の説明は終了である。 

 

何か質問はあるか。無いようであれば、私から一言お伝えしたい。第６３

回全国社会教育研究大会石川大会で分科会事例発表の家庭教育向上のため

の仕掛けづくりについては、この事業を通して学校と公民館がつながったこ

とが大きな視点であったと思う。 

 それでは議事１は終了としたい。 

  

（２）郷土資料の保存・活用の意見書について 

それでは議事２について説明をいただきたい。 

 

資料２をご覧いただきたい。今任期では、「郷土資料の保存活用」をテー

マとして、社会教育委員会議及び研究グループで審議を重ねた。前回の社会

教育委員会議の後、６月２９日（水曜日）に第３回研究グループ会議を開催

し、社会教育委員会議で出た意見をふまえながら、意見書の完成に向けて審

議を行った。研究グループ会議後も、研究グループ及び関係委員に意見をも

らいながら完成に向けて、修正を行い、資料２のとおり、意見書が完成した。

それでは、リーダーである小沢委員より、詳細を説明いただきたい。 

 

それでは、資料２の説明をしたい。前回の社会教育委員会議からどのあた

りが変化したか説明をしたい。 

１枚目に表紙をつけて、いつ提出したかわかるように、本日の日付を加え

た。 

２枚目の「１ はじめに」の４行目、「社会教育法は、人々があらゆる機

会、あらゆる場所を利用して、実際生活に即する文化的教養を高めることが

できるような環境醸成を社会教育行政の任務としている（社会教育法第 3
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議長 

 

条）」という部分を追加した。６行目『「人づくり・つながりづくり・地域

づくり」に発展する学び』という部分を追加した。 

具体的な取組みの配慮してほしい事項の④に「多様な」を追加して「施設

に関わる多様な人達の声」とし、⑤を「子供たちが興味・関心を持ち、好奇

心を高めるような施設」と改めた。 

３まとめについて、９行目から「そして、すべての人が主人公となる開か

れた郷土学習の施設という観点から、多言語使用等の情報保障、ユニバーサ

ルデザインへの配慮、新しいデジタル技術の活用やオンライン学習の導入等

の検討も課題である。」という問題提起も追加した。 

別表の具体的な部分については、２ページでまとめた。前回から追加した

項目として、「学生によるプレゼンテーション大会」、「多文化共生を意識」

という部分を追加した。他に協力者の部分を具体的にしたり、文言を訂正し

たりした。 

別表１の「市民の郷土学習」について、「鎌倉街道と小手指ヶ原の合戦や

三富の開拓、航空発祥の地である所沢飛行場等、所沢の歴史をテーマごとに

学べる展示や講座、見学ツアーを実施する。」とし、本日文化財保護課から

配られたチラシのスタンプラリー的なことを具体的なイメージとして様々

な展開につなげていければと思い記載した。また、「市内にとどまらず周辺

自治体と連携して市民の好奇心に発展する多様で広域なテーマ設定と講座

や展示（イベント）の交換・交流・相互学習等を期待したい」とさせていた

だいた。どうしても市の境界線で切られてしまう事があるが、所沢の枠にと

らわれることなく事業を展開していったらどうかということで、いくつか鉄

道の事や重松流の事、黄林閣等、具体例を挙げさせていただいた。周辺に目

を向けるとさらにいろんなことが見えてくるのではないかと思い、挙げさせ

ていただいた。 

皆様の様々な強い思いがあったが、何とか意見書の形になったのではない

か。最後、針生委員からコメントをいただいたのでお伝えする。 

「郷土資料の保存・活用の意見書については、先日のグループ会議の結果

で作成された意見書の形で報告だと思うが、今回この審議中、各所で『３４

万人都市の所沢には博物館がない…』と声を聴く機会が大変多く、多くの市

民が憂いていると感じた。今回の郷土資料の保存・活用についての意見書を

基に郷土資料・文化財・食文化・伝統文化が子供たちの未来につながる複合

的な施設に繋がる事を期待する。」 

説明は以上である。 

 

この意見書は前回の会議で意見いただいたものを踏まえて、さらに研究グ

ループで協議してまとめたものである。今回の会議で、この意見書を社会教
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議長 

 

社会教育担当参事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

委員 

 

 

社会教育担当参事 

 

 

 

議長 

 

 

育委員会議の意見書とさせていただく。意見書については、今後の収蔵施設

整備に活かしてもらいたい。 

（この後、田部議長から中島教育長へ意見書を提出した。） 

 

（３）その他 

それでは、事務局よりお願いしたい。 

 

７月１６日に開催した、市民の声を聴く会について報告する。こちらにつ

いて、公民館運営審議会で、公民館とまちづくりセンターの一元化について

利用者の声を聴いてほしいという意見が複数挙がったことから開催したも

のである。参加者については、ホームページ、市の広報等で募集をした。当

日は、市の職員を含め、８３人の方々に参加いただいた。内容は３部構成で、

第１部は公民館の歴史や沿革を説明した。第２部はシンポジウムという事で

公民館運営審議会の学識経験者、公民館運営審議会の委員長に、シンポジス

トとして登壇してもらい、公民館でどういうことをやってきたか、今後の公

民館について、若者が公民館から離れていることについてどうしたらよいか

等をテーマに話をしてもらった。第３部は、市民の声を聴くという事で、公

民館利用者をはじめ、社会教育委員、公民館運営審議会委員等から意見をい

ただいた。公民館とまちづくりセンターの一元化により、公民館の名称が無

くなってしまう事を危惧する意見が多くあるかと思ったが、より良い公民

館、まちづくりセンターの在り方についての意見を多くいただいた。   

市民の声を聴く会は、今後も意見を参考にしていきたいという事で終了と

させていただいた。第２回、第３回を開催するかどうかは、今後検討してい

きたい。 

 

何か質問、意見はあるか。 

 

市民の声を聴く会でカメラ撮影をした。今回の動画をＤＶＤにして、社会

教育委員に配ることはどうだろうか。 

 

当日の記録として、議事録をまとめ、近日中に市のホームページにアップ

する予定である。動画については、どのように活用するか検討しているとこ

ろである。 

 

ぜひ活用していただきたい。 

他に何かあるか。無いようであれば議事は終了であるが、今任期は本日で

終了であり、私から一言お伝えさせていただく。ふり返ってみて、意見書を
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まとめることが出来て皆様に感謝を申し上げるとともに、ほっとしていると

ころである。意見書が全てを網羅しているわけではないが、意見書を通して

さらに広がっていくものと思う。この後、新たな視点があれば事務局へ意見

をしてほしい。この意見書が施設の具現化に役立ってほしい。この意見書の

一番最後に、「今回の社会教育委員会議の意見が反映された施設ができるこ

とを期待するとともに、社会教育施設の役割を踏まえた運営がされているか

を、社会教育委員会議で見守っていきたい。」とさせていただいたので、引

き続き社会教育委員会議で見守っていきたい。 

議事は以上で終了としたい。 

 

【４ その他】事務連絡 

 文化財保護課より「文化財等公開施設スタンプラリー」「夏季企画展」案

内があった。 

  

【５ 閉会】 

 《議長のあいさつ後、閉会となる。》 

《以上で終了》 

 


